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の

申

請

を

受

け

た

と

き

は

、

奨

励

金

交

付

の

対

象

と

な

る

映

画

の

候

補

作

品

（

以

下

「

候

補

作

品

」

と

い

う

。

）

で

あ

る

か

否

か

を

決

定

し

、

そ

の

旨

を

製

作

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

2
文

化

庁

長

官

は

、

候

補

作

品

に

つ

い

て

奨

励

金

交

付

の

対

象

と

な

る

映

画

（

以

下

「

交

付

作

品

」

と

い

う

。

）

で

あ

る

か

否

か

を

昭

和

五

十

二

年

三

月

中

に

決

定

し

、

そ

の

旨

を

製

作

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

3
文

化

庁

長

官

は

、

前

二

項

の

決

定

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

あ

ら

か

じ

め

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

選

考

委

員

会

（

以

下

「

委

員

会

」

と

い

う

。

）

に

諮

る

も

の

と

す

る

。

（

委

員

会

の

組

織

）

第

七

委

員

会

は

、

委

員

七

名

以

内

て

組

織

す

る

。

2
委

員

会

に

委

員

長

を

置

き

、

委

員

長

は

委

員

の

互

選

で

定

め

る

。

3
委

員

は

、

学

識

経

験

者

の

う

ち

か

ら

文

化

庁

長

官

が

委

嘱

す

る

。

（

調

査

員

）

第

八

委

員

会

の

選

考

に

関

し

て

、

参

考

と

な

る

意

見

を

徴

す

る

た

め

二

十

名

以

内

の

調

査

員

を

置

く

。

（

委

員

会

に

お

け

る

候

補

作

品

の

選

考

）

第

九

委

員

会

は

、

候

補

作

品

の

選

考

に

つ

い

て

諮

問

が

あ

っ

た

と

き

は

、

調

査

員

の

意

見

を

参

考

に

し

て

、

年

間

二

回

程

度

選

第 94号

文 化 庁

月 報

(18) 

文

化

庁

で

は

、

優

秀

な

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

映

画

の

製

作

を

促

進

し

、

も

っ

て

そ

の

質

的

向

上

を

図

り

、

あ

わ

せ

て

こ

ど

も

た

ち

の

豊

か

な

情

操

の

育

成

に

資

す

る

た

め

、

そ

の

年

度

に

こ

ど

も

向

け

に

製

作

さ

れ

た

テ

レ

ビ

用

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

映

画

の

な

か

か

ら

優

秀

な

作

品

（

年

間

五

作

品

）

を

選

び

、

そ

の

製

作

者

に

一

作

品

に

つ

き

奨

励

金

六

0
0

万

円

を

交

付

す

る

制

度

を

設

け

る

こ

と

と

し

こ。
‘f この実
施

に

つ

い

て

は

、

別

記

の

「

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

製

作

奨

励

金

交

付

作

品

選

考

要

項

」

に

よ

っ

て

選

考

が

行

わ

れ

る

が

、

そ

の

あ

ら

ま

し

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。1
奨

励

金

交

付

の

対

象

と

な

る

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

（

以

下

「

映

画

」

と

い

う

）

は

、

製

作

者

の

申

請

に

係

る

映

画

に

限

っ

て

い

る

。

2
選

考

の

対

象

と

な

る

映

画

は

、

一

回

の

放

映

時

閻

が

原

則

と

し

て

一

五

分

以

上

三

0分
以

内

で

あ

り

、

か

つ

‘
1
0回以
上

で

系

統

的

に

構

成

さ

れ

る

も

の

と

し

、

な

＊

優

秀

な

ア

ニ

メ

映

画

に

奨

励

金

＊

お

、

昭

和

五

十

一

年

四

月

か

ら

翌

年

三

月

ま

で

の

間

に

初

め

て

放

映

さ

れ

た

映

画

と

す

る

。

3
選

考

の

単

位

は

、

前

期

（

昭

和

五

十

一

年

四

月

か

ら

九

月

）

及

び

後

期

（

昭

和

五

十

一

年

十

月

か

ら

翌

年

三

月

）

に

放

映

さ

れ

た

映

画

を

そ

れ

ぞ

れ

一

作

品

と

す

る

。

前

期

の

一

部

と

後

期

の

一

部

に

ま

た

が

る

映

画

に

つ

い

て

も

、

一

作

品

と

す

る

。

4

文

化

庁

に

別

記

委

員

で

構

成

す

る

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

選

考

委

員

会

（

委

員

七

名

で

組

織

、

学

識

経

験

者

の

う

ち

か

ら

文

化

庁

長

官

が

委

嘱

す

る

。

）

を

設

置

し

、

文

化

庁

長

官

の

諮

問

に

応

じ

て

奨

励

金

交

付

作

品

の

選

考

を

行

う

。

5
委

員

会

の

選

考

に

関

し

て

、

参

考

と

な

る

意

見

を

徴

す

る

た

め

二

十

名

の

調

査

員

を

置

く

。

調

査

員

は

、

一

般

の

視

聴

者

の

う

ち

か

ら

、

文

化

庁

長

官

が

委

嘱

す

る

。

6

選

考

委

員

会

は

、

調

査

員

の

意

見

を

参

考

に

し

て

、

候

補

作

品

を

選

出

し

、

文

化

庁

長

官

に

報

告

す

る

。

7
 
ノ

ミ

ネ

ー

ト

方

式

を

と

り

、

年

間

二

回

考

を

行

い

、

そ

の

結

果

を

文

化

庁

長

官

に

報

告

す

る

も

の

と

す

る

。

（

委

員

会

に

お

け

る

交

付

作

品

の

選

考

）

第

十

委

員

会

は

、

交

付

作

品

の

選

考

に

つ

い

て

諮

問

が

あ

っ

た

と

き

は

、

候

補

作

品

に

つ

い

て

選

考

を

行

い

、

そ

の

結

果

を

昭

和

五

十

二

年

三

月

中

に

文

化

庁

長

官

に

報

告

す

る

も

の

と

す

る

。

（

選

考

基

準

及

び

留

意

事

項

）

第

十

一

交

付

作

品

及

ひ

候

補

作

品

は

、

い

ず

れ

も

企

画

、

内

容

、

表

現

及

ひ

技

法

が

総

合

的

に

優

れ

、

か

つ

、

こ

ど

も

た

ち

の

美

的

感

覚

を

姜

い

芸

術

を

愛

好

す

る

心

情

を

育

て

豊

か

な

情

操

を

培

う

も

の

で

あ

る

も

の

と

す

る

。

2
選

考

に

当

た

っ

て

は

、

商

業

的

又

は

政

治

的

宣

伝

意

図

が

顕

著

で

な

い

か

ど

う

か

に

つ

い

て

留

意

す

る

も

の

と

す

る

。

（

交

付

作

品

の

数

及

び

奨

励

金

の

額

）

第

十

―

―

交

付

作

品

の

数

は

、

五

以

内

と

す

る

。

2
奨

励

金

の

額

は

、

一

交

付

作

品

に

つ

き

六

0
0万円
と

す

る

。

（

そ

の

他

）

第

十

一

1
一

こ

の

要

項

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

奨

励

金

の

対

象

と

な

る

映

画

の

選

考

に

関

し

必

要

な

事

項

は

別

に

定

め

る

。

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ピ

用

優

秀

映

画

選

考

委

員

会

委

員

岩

崎

京

子

（

児

童

文

学

）

製
作
奨
励
金
交
付
制
度
に
つ
い
て

J
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
画

に

分

け

て

候

補

作

品

を

選

出

す

る

。

8

交

付

作

品

は

、

候

補

作

品

の

な

か

か

ら

選

考

委

員

会

の

選

考

を

経

て

、

昭

和

五

十

二

年

―

―

一

月

中

に

決

定

さ

れ

る

。

な

お

、

本

年

度

の

交

付

作

品

の

表

彰

式

は

朗

年

四

月

中

旬

に

行

う

予

定

で

あ

る

。

昭

和

五

十

一

年

度

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

製

作

奨

励

金

交

付

作

品

選

考

要

項

昭

和

五

十

一

年

五

月

十

ー

ニ

日

／

〖
文
化
庁
長
官
裁
定
）

（

趣

旨

）

第

一

優

秀

な

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

映

画

の

製

作

を

促

進

し

、

も

っ

て

そ

の

質

的

向

上

を

図

り

、

あ

わ

せ

て

こ

ど

も

た

ち

の

豊

か

な

情

操

の

育

成

に

資

す

る

た

め

、

映

画

の

製

作

者

に

対

し

、

文

化

庁

長

官

が

交

付

す

る

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

製

作

奨

励

金

の

対

象

と

な

る

映

画

の

選

考

に

つ

い

て

は

、

こ

の

要

項

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

（

定

義

）

第

―

―

こ

の

要

項

に

お

い

て

「

映

画

」

と

は

、

こ

ど

も

向

け

に

製

作

さ

れ

た

テ

レ

ビ

用

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

映

画

で

一

回

の

放

映

時

間

が

原

則

と

し

て

一

五

分

以

上

三

0分
以

内

で

あ

り

、

か

つ

‘
1
0回以
上

の

系

統

的

に

構

成

さ

れ

る

も

の

を

い

う

。

2
こ

の

要

項

に

お

い

て

「

製

作

者

」

と

は

、

映

画

の

製

作

に

発

意

と

責

任

を

有

す

る

も

岡

宏

子

（

児

童

心

理

学

・

聖

心

女

子

大

教

授

）

小

山

田

幾

子

（

前

文

京

区

立

第

一

幼

椎

園

長

）

加

藤

衛

（

演

劇

学

。

横

浜

市

立

大

教

授

）

登

川

直

樹

（

映

画

評

論

家

。

日

大

教

授

）

内

藤

善

康

（

立

正

女

子

大

付

属

溝

口

小

教

頭

）

文

化

庁

で

は

、

重

要

無

形

文

化

財

に

指

定

さ

れ

た

工

芸

技

術

を

映

画

で

記

録

し

て

お

り

r

こ

の

ほ

ど

、

昭

和

五

十

年

度

企

画

の

「

日

本

刀

ー

宮

入

行

平

の

わ

ざ

ー

が

完

成

さ

れ

た

。

映

画

は

、

重

要

無

形

文

化

財

「

日

本

刀

L

の

保

持

者

•
宮
入
行
平
の
作
刀
過
程
を
映
像
と
音
で
捉
え

な

か

ら

、

文

書

や

写

真

で

は

把

握

し

難

い

作

刀

法

の

微

妙

な

特

質

を

記

録

し

た

も

の

で

あ

る

。

日

本

刀

は

、

強

靭

で

切

れ

味

の

よ

い

上

に

美

し

い

姿

を

持

つ

。

こ

の

す

ぐ

れ

た

性

能

は

、

日

本

刀

が

良

質

な

葦

雰

各

種

の

響

蜘

で

丹

念

つ
ら
ど

に

鍛

え

ら

れ

て

い

る

こ

と

、

独

特

な

土

取

り

の

や
き
い

方

法

に

よ

り

適

切

に

焼

入

れ

さ

れ

て

い

る

こ

と

、

ま

た

、

入

念

に

研

磨

さ

れ

て

い

る

こ

と

等

に

よ

る

。

そ

こ

で

、

映

画

で

は

、

複

雑

な

卸

し

鉄

の

手

法

を

始

め

と

し

、

刀

身

に

そ

れ

ぞ

れ

の

役

割

の

で

あ

っ

て

、

日

本

国

籍

を

有

す

る

個

人

又

は

日

本

の

法

令

に

よ

り

設

立

さ

れ

た

怯

人

を

い

う

。

（

選

考

の

対

象

）

第

三

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

製

作

奨

励

金

（

以

下

「

奨

励

金

」

と

い

う

。

）

の

対

象

と

な

る

映

画

は

、

昭

和

五

十

一

年

四

月

か

ら

翌

年

三

月

ま

で

の

間

に

初

め

て

放

映

さ

れ

た

映

画

と

す

る

。

（

選

考

の

単

位

）

第

四

奨

励

金

の

対

象

と

な

る

映

画

の

選

考

は

、

昭

和

五

十

一

年

四

月

か

ら

同

年

九

月

ま

で

の

期

間

（

以

下

嘉

前

期

」

と

い

う

。

）

に

放

映

さ

れ

た

映

画

及

び

同

年

十

月

か

ら

翌

年

三

月

ま

で

の

期

間

（

以

下

「

後

期

」

と

い

う

。

）

に

放

映

さ

れ

た

映

画

を

そ

れ

ぞ

れ

一

作

品

と

し

て

行

う

も

の

と

す

る

。

映

画

の

放

映

さ

れ

る

期

間

か

前

期

の

一

部

と

後

期

の

一

部

に

ま

た

が

る

場

合

に

お

け

る

当

該

期

間

に

放

映

さ

れ

た

映

画

に

つ

い

て

も

、

ま

た

同

様

と

す

る

。

（

選

考

の

申

請

）

第

五

選

考

を

申

請

し

よ

う

と

す

る

製

作

者

は

、

前

期

及

び

後

期

ご

と

に

、

別

に

定

め

る

申

請

書

に

、

申

請

に

係

る

映

画

の

企

画

書

、

そ

の

他

の

参

考

と

な

る

資

料

を

添

付

し

て

、

文

化

庁

長

官

に

提

出

す

ろ

も

の

と

す

る

C

（

選

考

）

第

六

文

化

庁

長

官

は

、

製

作

者

か

ら

選

考

「

美

を

も

と

め

て

」

予

定

変

更

第

92号
23頁の
表

を

訂

正

し

て

下

さ

い

。

8
。

8
飛

烏

の

石

の

彫

像

9

。

1

2

シ

ャ

ガ

，

＇

ル

の

芸

術

9

。

1

9

文

楽

の

か

し

ら

r
|
l
‘
 

「
日
本
刀
宮
入
行
平
の
わ
ざ
|
|
」

を

与

え

る

「

虹

知

、

「

麟

界

、

「

か

尻

」

の

用

意

と

そ

の

組

合

わ

せ

方

（

宮

入

氏

の

得

意

と

す

る

「

本

一

―

一

枚

」

の

造

込

み

が

対

象

と

な

っ

て

い

る

）

及

び

焼

入

れ

時

の

様

子

を

中

心

に

、

茎

仕

立

て

か

ら

研

座

の

工

程

を

順

々

に

追

っ

て

行

く

。

こ

の

映

画

で

は

鉄

塊

が

美

術

刀

剣

と

し

て

完

成

さ

れ

る

ま

で

に

加

え

ら

れ

る

種

々

の

伝

統

的

な

「

わ

ざ

」

が

明

ら

か

に

さ

れ

る

。

映

画

の

規

格

は

、

三

十

五

ミ

リ

、

イ

ー

ス

ト

マ

ン

カ

ラ

ー

、

三

巻

。

製

作

裔

橋

宏

暢

、

演

出

・

脚

本

山

之

内

登

貴

夫

、

撮

影

八

木

義

順

、

照

朋

藤

来

義

門

、

解

説

伊

藤

惣

一

、

音

楽

武

満

徹

作

曲

「

エ

ク

リ

プ

ス

」

か

ら

。

な

お

、

十

六

ミ

リ

版

が

複

製

販

売

さ

れ

る

。

企

画

・

文

化

庁

。

製

作

・

（

巷

岩

波

映

画

製

作

所

〔

伝

統

工

芸

記

録

映

画

⑤

〕

|
 

一

木

多

聞

（

美

術

評

論

家

・

東

近

美

事

業

課

長

）
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一

，

＇

，

：

お

願

い

ー

一

-

t

 

文
化
庁
広
報
誌
「
文
化
庁
月
報
」
を
毎
号
御
。

＝
愛
読
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一

一
本
誌
は
、
文
化
庁
施
策
の
正
確
な
広
報
を
目
一

ー
的
と
し
て
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
般
t

―

―

 

ー
読
者
か
ら
の
賂
読
の
御
要
望
が
多
く
な
っ
て
ま
6

一
ぃ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
応
え
る
ぺ
く
市
t

一
販
を
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
P

-

一
そ
こ
で
、
今
回
定
価
一
部
一
五

0
円
と
し
、
一

t

t

。

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
か
ら
毎
月
二
十
五
日
に

-

t

 

一
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
間
購
読
を
t

て
こ
希
望
の
方
は
、
一
、
八

0
0
円
(

-

T

共
）
を
一

一
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
（
由
し
込
み
は
本
t

こ
誌
そ
う
入
の
振
替
用
紙
に
て
「
ぎ
ょ
う
せ
い
」
心

-

t

 

t

あ

て

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

）

。

一

t
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
一

t
の
充
実
を
図
り
、
読
み
易
く
、
か
つ
参
考
と
な
一

-

t

・

 

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

i

-
｝
な
に
と
ぞ
引
続
き
本
誌
を
御
愛
読
賜
る
よ
う
お
一

t

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

一

-
1

昭
和
五
十
一
年
四
月
•
一

t

文

t

．

庁

一

一

{

t

ー

株

式

会

社

ぎ

ょ

う

せ

い

t

ム

9

A

'

,

'

r

文

化

庁

月

報

」

七

月

号

（
通
巻
第
九
十
四
号
）

昭
和
5
1
年
7
月
2
5
日
印
刷
。
発
行

綱

集

文

化

庁

発
行
所
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い

本
社
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
丁
目
4
番
1
2
号

営
業
所
〒
1
6
2
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
5
2
番
地

電
話
(

O

三
）
二
六
八
ー
―
―
―
四
一
（
代
表
）

振
替
口
座
東
京
几
ー
一
六
一
番

印
刷
所
（
株
）
行
政
学
会
印
刷
所

,、、
,
9
9
9
9
,
'
・

定
価
。
一
五

0
円
（
送
料
二
九
円
）

年
間
購
読
料
一
、
八

0
0円

[
に
だ
し
、
増
大
号
の
場
合
に
は
、
超
一

u

過
料
金
を
別
途
申
し
受
け
ま
す
。

~
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文

化

庁

で

は

、

昭

和

五

十

一

年

度

か

ら

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

の

製

作

を

促

進

し

、

そ

の

質

的

向

上

を

図

る

と

と

も

に

こ

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

製

作

奨

励

金

交

付

作

品

決

ま

る

ど

も

た

ち

の

豊

か

な

情

操

の

育

成

に

資

す

る

た

め

、

年

間

五

本

の

優

秀

作

品

を

選

び

、

そ

の

製

作

者

に

一

作

品

に

つ

き

製

作

奨

励

金

六

百

万

円

を

交

付

す

る

こ

と

に

し

て

い

る

。

昭

和

五

十

一

年

度

は

、

十

九

作

品

の

申

請

か

あ

り

‘

こ

の

ほ

ど

‘

こ

ど

も

向

け

テ

レ

ビ

用

優

秀

映

画

選

考

委

員

会

に

お

い

て

審

議

の

結

果

、

次

の

五

作

品

を

製

作

焚

励

金

交

付

作

品

と

す

る

こ

と

に

決

定

し

た

。

▽

「

一

休

さ

ん

」

東

映

動

画

株

式

会

社

制

作

1
1吉
岡

修

演

出

1
1今
沢

哲

男

、

生

頼

昭

憲

、

古

沢

日

出

男

作

画

監

督

1
1
我
妻
宏

美

術

1
1影
山

修

、

福

本

智

雄

主

な

声

の

出

演

者

1
1藤
田

淑

子

、

宮

内

幸

平

、

桂

玲

子

▽

「

ま

ん

か

日

本

昔

ば

な

し

」

株

式

会

杜

グ
ル
ー
プ
＇
タ
ッ
タ

制

作

lI中田
実

紀

雄

、

衛

藤

公

彦

演

出

1
1

前

田

庸

生

作

画

監

督

1
1前
田

庸

生

美

術

1
1藤
本

四

郎

他

主

な

声

の

出

演

者

1
1
市
原

悦

子

、

常

田

富

士

男

▽

「

サ

ザ

エ

さ

ん

」

株

式

会

社

エ

イ

ケ

ン

制

作

I

i

松

本

美

樹

、

小

室

常

夫

演

出

1
1山

本

功

作

画

監

督

1
1毛
内

節

夫

美

術

|

亀

崎

経

史

主

な

声

の

出

演

者

1
1加
藤

み

ど

り

、

高

橋

和

枝

‘

野

村

道

子

▽

「

母

を

た

す

ね

て

三

千

里

L

日

本

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

株

式

会

社

制

作

1
1本
橋

浩

一

、

中

島

順

三

、

松

土

隆

二

演

出

1
1高
畑

勲

作

画

監

督

1
1高
畑

勲
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）

佳

子

、

川

久

保

溜

‘

―

―

階

堂

有

希

子

2
▽
「
ま
ん
か
世
界
昔
ば
な
し
」
株
式
会
社

6
 

9

9

 

ダ
ッ
タ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ウ
ー
ル

ド
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

制

作

1
1円
野

雄

二

演

出

1
1松
戸

完

、

り

ん

太

郎

、

高

屋

敷

英

夫

、

竹

内

啓

雄

作

画

監

督
1
1葛
生

雅

美

、

松

戸

館

‘

曽

我

仁

彦

、

野

崎

定

夫

、

土

屋

啓

之

助

美

術

1
1吉
原

一

軸

、

小

林

七

郎

、

杉

野

昭

夫

、

関

修

一

主

な

声

の

出

演

者

1
1宮
城

ま

り

子
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口
0

木
号
か
ら
、
美
術
竹
•
閲
物
館
・
文
化
施
設
め
｛

ぐ
り
＂
を
連
載
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
｀
、
イ
ン

タ
ー
ビ
ュ
ー
ア
ー
の
消
原
れ
い
子
さ
ん
に
、
当

分

お

頓

い

す

る

，

）

0
巻
距
に
は
林
知
己
夫
氏
竺
計
鼠
的
日
本
人

論
，
を
い
た
だ
い
号
統
計
数
理
研
究
所
て
は
、

昭
和
二
十
八
年
以
来
五
年
お
き
に
同
し
設
問
に

よ
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
、
日
本
人
の
集
団

の
顔
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
を
つ
か
ま

え
よ
う
と
す
る
試
み
は
面
白
い
っ
規
削
を
ま
げ

て
ま
て
無
理
な
仕
事
を
さ
せ
る
こ
と
も
な
い
か

仕
事
以
外
の
こ
と
で
人
の
め
ん
ど
う
を
み
る
こ

と
も
な
い
ク
ー
ル
な
課
長
よ
り
も
．
時
に
は
規

則
を
ま
げ
て
無
埋
仕
事
を
さ
せ
る
‘
し
か
し
仕

邪
外
て
も
め
ん
ど
う
を
尻
る
人
情
課
長
の
方
を

日
本
人
は
こ
こ
一
闘
し
て
二
十
年
間
、
八
割
方

か
支
持
を
与
え
て
い
る
の
は
朋
味
深
い
。
（
大
）
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